
洗
谷
八
千
年
史

地
名

に
つ
い
て

洗
谷
は
福
山
市
水
呑
町
字
洗
谷
に
あ
り
、
Ｒ
福
山
駅
の
南
方
三
ｋｍ
余
り
の
所
に
位

置
し
、
戸
数
は
約
四
〇
〇
戸
で
あ
る
。
福
山
と
輌

・
沼
隈
山
南
線
の
交
通
路
の
分
岐

点
に
当
り
、
要
衝
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朝
夕
は
多
く
の
車
で
混
雑
し
、
近
年

は
東
西
南
北
何
れ
の
路
線
も
交
通
渋
滞
が
慢
性
化
す
る
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
洗
谷
の
古
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
沼
隈
郡
諌
山
郷
に
属
し
て
い
た
も
の
と
推
定

さ
れ
、
平
安
時
代
に
な
る
と
庄
園
地
と
な
っ
た
よ
う
で
、
仁
平
元
年

（
一
一
五

一
）

に
、
藤
原
惟
方
の

一
族
に
よ
っ
て
長
和
庄
は
立
庄
し
、
京
都
の
興
善
院
に
寄
進
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

長
和
庄
の
成
立
に
つ
い
て
、
「水
呑
町
史
」
に

「長
和
庄
は
、
永
治
元
年

（
一
一
四
二
）
に
、
歓
喜
光
院
に
寄
進
さ
れ
た
庄
園
」

と
、
昭
和
三

一
年
に
発
表
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
、
水
呑
町
説
は
地
元
歴
史
家
に
よ

っ
て
支
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
長
和
庄
の
寄
進
を
記
し
た
古
記
録

『竹
内
文

平
氏
文
書
』
は
、
非
常
に
難
解
な
古
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
ま
で
、
文
書
の

内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
論
文
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

室
町
時
代
に
な
る
と
、
熊
野
町
の

一
乗
山
城
主
で
あ

っ
た
渡
辺
越
中
守
兼
の
父
、

三
代
目
渡
辺
信
濃
守
家
が
、
文
明
八
年

（
一
四
六
七
）
の
頃
戦
い
に
破
れ
、
小
水
呑

小

林

定

市

（現
在
の
水
呑
町
小
水
呑
か
ら
草
戸
の
半
坂

一
帯
）
に
住
ん
で
い
る
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
「荒
尾
谷
」
ま
た
は

「洗
谷
」
と
地
名
を
記
し
た
資
料
が
多

く
見
受
け
ら
れ
、
初
見
は

「宗
休
様

（水
野
勝
成
）
御
出
語
』
の

一
節
に

「岩
瀬
市
郎
兵
衛
と
申
す
、
三
河
以
来
の
御
譜
代
の
徒
士
、
荒
尾
谷
と
い
ふ
所
に
在

宅
」と

、
水
野
勝
成
の
時
代
に
家
臣
の
岩
瀬
氏
が
洗
谷
に
住
ま
い
を
し
て
い
た
。
現
在

の
水
呑
八
幡
宮
は
、
戦
国
時
代
末
期
以
後
洗
谷
に
あ

っ
た
が
、
水
呑
の
中
心
地
か
ら

遠
隔
地
に
あ

っ
た
た
め
、
慶
安
四
年

（
一
六
五

一
）
に
現
在
地
に
遷
宮
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
時
の
棟
札
に

「先
年
は
、
洗
谷

一
本
本
に
こ
れ
あ
り
、
遠
所
に
依
り
破
損
故
中
興
す
」

と
、
洗
谷
八
幡
宮
跡
の
地
名
を
記
し
て
い
る
。

福
山
二
界
都
俳
諧
文
化
を
伝
え
た
野
々
日
立
圃
の

『福
山
近
在
名
所
記
』
の
〓
即

”″卜、「荒
谷
と
云
所
に
、
か
ね
の
つ
る
を
見
付
た
り
と
い
ふ
を
き
き
て
、
か
な
山
や
　
さ

か
り
あ
ら
た
に
　
ゆ
り
の
花
　
鉛
の
出
な
ん
と
い
ふ
を
、
か
な
山
や
　
し
ら
す
る

蝉
の
　
な
ま
り
啓
」

と
、
洗
谷
奥
の
金
山
谷
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
金
山
谷
に
は
鉱
石
を
掘
り
出
し
た
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伝
承
が
あ
る
縦
坑
穴
跡
が
現
在
も
二
ヶ
所
に
あ

っ
て
、
暗
い
穴
底
に
は
水
が
溜
ま

っ

て
い
る
。

芦
田
川
下
流
域
で
多
く
の
新
開
が
開
発
さ
れ
て
い
た
時
期
に
は
、
洗
谷
で
も
干
拓

に
よ
る
新
開
が
完
成
し
て
い
た
。
寛
文
十

一
年

（
一
六
七
二
）
の

『備
後
国
沼
隈
郡

水
呑
村
新
開
坪
地
詰
帳
」
に
は
、

「官
之
下
洗
谷
新
開
、
三

一
石
九
斗
五
升
」

と
、
小
規
模
の
新
開
地
が
造
成
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
時
代
中
期
に
な
る
と
史
料
は
増
加
し
、

①
福
山
領
の
地
誌

『備
後
郷
村
誌
」
水
呑
村

・
山
運
上
銀
日
記

②

『備
陽
六
郡
志
」
水
呑
村

③
天
明
六
年
五
月
二
〇
日
の
三
谷
家
文
書

『御
用
書
書
留
帳
』

④

『福
山
志
料
」
水
呑
村

等
に
荒
尾
谷
が

一
三
例
、
洗
谷
が
二
例
と
記
載
し
た
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。

洗
谷
貝
塚

福
山
湾
岸
最
古
の
縄
文
人
が
定
住
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
、
洗
谷
貝
塚

（通
称
白
浜
）
は
、
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
、
水
呑
尋
常
高
等
学
校
に
赴
任
さ
れ
た

橘
高
武
夫
訓
導
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
沼
限
郡
教
育
会
の
協
力
の
も
と
同
年
七
月
三

〇

・
三

一
日
の
両
日
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和

一
〇
年
と

一
六
年
に
府
中
中
学
校
の
豊
元
国
教
授
に
よ
っ
て
発
掘

が
な
さ
れ
、
出
土
し
た
土
器
類
を
分
類
す
る
と
、
縄
文
時
代
後
期

・
後
期
に
続
く
晩

期

・
弥
生

・
古
墳
時
代
の
も
の
で
、
縄
文
後
期
は
現
在
よ
り
約
四
〇
〇
〇
年
以
前
に

用
い
ら
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。

左、水呑寄 中、水呑大橋 右、洗谷員塚
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土
器
以
外
の
出
土
品
に
、
安
山
岩
原
石
二

・
石
錘

・
石
斧

・
敲
石

・
石
匙

・
石

鎗

・
石
鏃

・
多
量
の
安
山
岩
石
器
類

・
骨
族

・
骨
鎗

・
貝
輸

・
魚
骨

・
獣
骨

。
人

骨

・
海
産
の
貝
殻
約
十
種
等
が
見
ら
れ
た
。

昭
和
四
六
年
洗
谷
で
宅
地
造
成
が
な
さ
れ
て
い
た
、
そ
の
造
成
地
に
貝
塚
の

一
部

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
埋
立
て
を
済
ま
し
て
い
た
貝
塚
を
緊
急
発
掘
調
査
す

る
こ
と
に
な
り
、
洗
谷
土
地
区
画
整
理
組
合
が
発
掘
費
と
し
て
四
〇
万
円
を
負
担

し
、
福
山
市
と
広
島
県
が
各
二
〇
万
円
を
負
担
し
て
五
〇
ぽ

（約

一
五
坪
）
を
試
掘

し
た
と
こ
ろ
、
従
来
縄
文
後
期
以
降
の
貝
塚
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
き
た
洗
谷
貝
塚

か
ら
、
福
山
湾
岸
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
縄
文
時
代
早
期
の
無
文
厚
手
上
器

と
押
型
文
土
器
が
出
土
し
た
の
で
あ
る
。

縄
文
早
期
土
器
は
、
今
か
ら
約
八
〇
〇
〇
年
前
に
縄
文
人
が
使
用
し
た
土
器
で
、

豊
富
な
遺
物
の
中
に
は
、
縄
文
前
期
と
縄
文
中
期
の
土
器
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
同
地
が
快
適
な
居
住
環
境
の
た
め
、
数
千
年
に
わ
た
り
定
住
が
続
い
た
も
の
と

想
定
さ
れ
る
。

従
来
、
貝
塚
発
掘
報
告
書
は
、
人
骨

・
土
器
等
学
術
成
果
の
み
が
強
調
さ
れ
、
経

済
的
な
側
面
に
つ
い
て
発
表
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
く
。

洗
谷
貝
塚
の
総
面
積
は
約
三
五
〇
〇
２ｍ
程
度
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
七
〇
分
の

一
に

当
た
る
五
〇
ぽ
の
調
査
で
素
晴
ら
し
い
発
掘
成
果
を
挙
げ
た
か
ら
、
更
に
新
た
な
成

果
に
期
待
し
て
、
続
い
て
発
掘
区
域
を
拡
張
す
る
と
、
発
掘
費
用
の
半
分
を
負
担
し

た
土
地
区
画
整
理
組
合
に
、
再
度
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
か
ら
、
続
い
て
の
発
掘
は

見
送
ら
れ
た
。

洗
谷
の
組
合
員
が
負
担
し
た
四
〇
万
円
の
価
値
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
区
画
整
理

完
了
後
に
予
定
し
た
土
地
の
販
売
価
格
は
、　
一
坪
当
た
り
四
万
円
で
あ

っ
た
。
組
合

員
が
負
担
し
た
四
〇
万
円
は

一
〇
坪
に
相
当
し
た
の
で
あ
る
。

笠
岡
市
の
国
指
定
史
跡
の
津
雲
貝
塚
で
は
、
発
掘
の
際
に
お
け
る
作
物
の
損
料
と

し
て
、
坪
当
た
り
二
円
五
〇
銭
が
地
主
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
人
件
費
は
七

〇
銭
で
、
清
酒

一
升
の
価
格
は
四
〇
銭
程
度
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
昭
和
八
年
第

一
回

発
掘
の
際
、
洗
谷
貝
塚
で
の
作
物
の
損
料
は
四
円
程
度
で
、
発
掘
に
協
力
し
た
遺
跡

の
地
主
は
金
銭
上
の
迷
惑
を
被
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
洗
谷
貝
塚
の
優
れ
て
い
る
点
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

①
良
好
な
遺
物
層
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
遺
跡
の
保
存
に
つ
い
て
国
の
史
跡
に
指

定
し
て
も
よ
い
程
の
貴
重
な
貝
塚
と
評
価
さ
れ
る
。

②
県
内
で
現
存
す
る
貝
塚
で
は
、
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。

③
福
山
湾
内
の
代
表
的
な
貝
塚
で
、
早
期
以
降
の
複
合
貝
塚
で
あ
る
。

④
貝
塚
の
貝
層
下
か
ら
、
安
山
岩
原
石
の
集
石
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

県
内
の
貝
塚
で
は
、
未
だ
集
石
遺
構

（四
国
坂
出
市
の
城
山
ま
た
は
金
山
産
の
安

山
岩
石
材
が
三
四
枚
出
土
）
の
確
認
さ
れ
た
貝
塚
は
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
安
山
岩

（多
石
基
質
ガ
ラ
ス
質
古
銅
輝
石
安
山
岩
）
は
、
供
給
地
の
坂
出
市
か
ら
、
中
継
地

の
洗
谷
を
介
し
て
、
周
辺
部
の
消
費
地
で
あ
る
縄
文
貝
塚
に
運
送
さ
れ
た
よ
う
で
、

当
時
は
海
上
を
結
ぶ
輸
送
ル
ー
ト
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

金
属
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
当
時
、
縄
文
人
が
道
具
と
し
て
用
い
た
安
山
岩

は
、
切
れ
味
は
鋭
く
、
他
の
素
材
の
道
具
を
作
る
道
具
と
な
る
も
の
で
、
彼
ら
は
舟

に
よ
る
海
上
交
通
に
よ
っ
て
こ
れ
を
入
手
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
ま
で
貝
塚

か
ら
舟
が
発
見
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
洗
谷
の
縄
文
人
は
舟
に
乗
り
、
魚
網
に
石
錘
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（
一
八
個
出
土
）
を
付
け
て
魚
扮
を
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
洗
谷
縄
文
人
は
、

狩
猟
を
行
な
う
と
同
時
に
魚
介
類
や
海
藻
を
採
取
し
、
豊
富
な
海
の
資
源
を
生
活
に

利
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
献
と
し
て
残

っ
て
い
な
い
が
、
地
元
に
伝
え
ら
れ
た
伝
承
で
は
、
現
在
は
埋
め

立
て
ら
れ
た
た
め
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
田
の
畦
や
民
家
の
庭
に
安
山
岩
の
原
石

が
転
用
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
。
ま
た
、
豊
教
授
が
貝
塚
で
の
高

い
位
置
を
調
査
中
、

貝
塚
の
下
層
か
ら
多
数
の
柱
穴
ら
し
き
も
の
が
発
見
さ
れ
る
も
、
当
時
は
注
目
さ
れ

な
か

っ
た
。

洗
谷
新
開
と
芦
田
川
河

回
の
新
開
開
発

近
代
の
税
金
徴
収
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
広
島
国
税
庁
で
用
い
ら
れ
た
後
、
時
代

の
変
遷
に
伴
な
い
不
用
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
広
島
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
に
払

い
下
げ
ら
れ
た

『福
山
藩
寛
文
検
地
坪
地
詰
張
』
に
は
、
草
戸
千
軒
中
洲
が
流
失
す

る
以
前
に
芦
田
川
河
口
付
近
で
、
新
田
開
発
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
当
時
の
記

録
が
見
ら
れ
、
洗
谷
貝
塚
の
東
南
部
に
新
開
が
完
成
し
、
そ
の
新
開
東
方
の
海
中
干

渇
で
も
新
開
が
造
成
さ
れ
て
い
た
。

備
後
沼
隈
郡
水
呑
村
新
開
坪
地
詰
張

寛
文
十

一
年
辛
亥
六
月
　
日
　
　
　
大
谷

・
洗
谷
新
田

、
百
萱
石
三
斗
五
升
　
　
　
大
谷
新
田

、
三
拾
八
石
七
斗
九
升
　
　
｛呂
之
下
洗
谷
新
開

内
　
エハ
石
八
斗
四
升
　
　
一一一ヶ
所
新
田
之
内

襦山撃

福島

"長
野上

"

「洗谷新開と芦田川河口の新開」
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宮
之
下
洗
谷
新
開
と
は
、
永
禄

一
三
年

（
一
五
七
〇
）
長
和
庄
福
井
八
幡
官
で
の

夏
祭
り
の
際
、
御
神
体
を
巡
っ
て
争
い
が
発
生
し
、
御
神
体
を
奪

っ
た
者
が
、
長
和

志
田
原
を
経
て
、
洗
谷
の
宮
之
下
ま
で
持
ち
帰
り
、
以
後
同
地
（社
地
壼
畝

一
八
歩
）

に
人
幡
宮
を
入

一
年
間
も
祀

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た
地
名
で
あ
る
。
し
か

し
、
水
呑
村
が
成
立
し
た
慶
長
検
地
で
従
来
の
地
域
割
が
変
わ
っ
た
よ
う
で
、
洗
谷

は
水
呑
村
の
外
れ
に
位
置
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
地
に
遷
宮
が
あ
り
、
以
後
同
所
は

八
幡
官
の
御
旅
所
と
な
っ
た
旧
跡
地
名
で
あ
る
。

次
に
、
三
ヶ
所
新
田

（小
規
模
の
千
拓
新
開
が
固
ま

っ
て
出
来
た
た
め
付
け
ら
れ

た
地
名
）
と
は
、
現
在
三
ヶ
所
の
旧
地
は
、
い
ず
れ
も
水
呑
町
域
外
の
地
と
な
っ
て

い
て
、
場
所
は
市
営
競
馬
場
の
南
方
に
当
た
る
千
代
田
町

（旧
地
名
番
神
、
そ
の
南

西
に
五
郎
八

・
序
助
）
と
、
水
呑
町
地
先

（現
在
は
芦
田
川
）
の
中
間
に
点
在
し
た

新
開
で
、
多
治
米
村
と
川
口
村
の
築
堤
が
完
工
す
る
以
前
に
、
福
山
湾
の
海
中
で
農

業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
土
地
で
あ

っ
た
。

戦
国
時
代
の
終
わ
り
頃
に
な
る
と
、
中
国
地
方
で
は
毛
利
輝
元
が
西
国
最
大
の
大

名
に
成
長
し
て
い
た
。
輝
元
は
豊
臣
秀
吉
に
招
か
れ
て
上
京
し
た
際
、
壮
大
な
大
坂

城
を
観
て
刺
激
を
受
け
、
瀬
戸
内
海
の
支
配
権
を
更
に
強
固
に
す
る
た
め
、
本
拠
を

郡
山
か
ら
大
田
川
河
口
に
移
し
、
広
島
城
を
完
成
さ
せ
る
と
、
続
い
て
沼
田
川
河
口

の
三
原
城
も
大
改
修
を
加
え
、
備
中
高
梁
川
以
西
で
唯

一
の
弱
点
と
な

っ
て
い
た
芦

田
川
河
口
に
拠
点
を
構
築
す
る
た
め
準
備
を
進
め
て
い
た
。

天
正
検
地
を
機
に
、
叔
父
毛
利
元
康

（元
就
の
七
男
）
の
領
地
を
備
後
南
部
に
集

中
さ
せ
る
と
同
時
に
、
備
南
の
国
人
の
領
地
を
遠
隔
地
に
配
置
替
え
を
行
な
い
、
元

康
の
領
地
を
確
保
す
る
と
、
元
康
は
福
山
湾
の
深
安
郡
深
津
庄
王
子
山
に
、
新
城
の

建
設
を
推
進
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
で
毛
利
氏
は
防
長
に
転
封
と

な
り
、
築
城
工
事
は
休
止
さ
れ
、
廃
城
の
運
命
を
辿

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

毛
利
氏
に
代
わ

っ
て
福
島
正
則
が
入
部
す
る
と
、
早
速
領
内
総
検
地
を
実
施
し

て
、
近
世
の
村
々
を
誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
検
地
で
、
吉
津
川
と
芦
田
川

の
分
流
道
三
川

（現
在
の
道
三
川
よ
り
北
方
の
霞
町

一
帯
）
の
三
角
洲
内
に
ま
た
が

る
常
興
寺
山
を
中
心
と
し
た

一
郭
に
誕
生
し
た
の
が
、
村
高
八
〇
〇
石
の
野
上
村
で

あ

っ
た
。
近
世
の
村
を
誕
生
さ
せ
た
福
島
正
則
も
広
島
城
修
築
の
件
で
、
元
和
五
年

に
転
封
と
な
り
、
譜
代
大
名
と
し
て
備
後
南
部
に
入
部
し
た
の
が
水
野
勝
成
で
あ

る
。
勝
成
は
幕
府
の
裁
可
を
得
て
、
野
上
村
の
常
興
寺
山
に
福
山
城
を
築
城
し
た
こ

と
か
ら
、
野
上
村
は
城
下
町
に
充
て
ら
れ
、
八
〇
〇
石
の
野
上
村
は
城
下
町
に
発
展

し
、
消
滅
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

築
城
が
終
わ
り
、
城
下
町
が
次
第
に
発
展
整
備
さ
れ
て
く
る
と
、
城
下
町
は
拡
大

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
城
下
周
辺
千
渇
の
新
開
造
成
工
事
が
進
め
ら
れ
、
正
保
四
年

（
一
六
四
人
）
頃
に
な
る
と
、
福
山
沖
新
田
の
新
堤
防

（住
吉
町
東
南
部
か
ら
地
吹

町
荒
神
社
ま
で
、
約

一
六
〇
〇

ｍ
）
が
完
成
す
る
と
、　
一
番
最
初
に
付
け
ら
れ
た
村

名
は
、
築
城
と
同
時
に
消
滅
し
た
旧
野
上
村
名
を
新
た
に
復
活
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

新
開
の
完
成
に
よ
り
、
旧
村
名
を
回
復
し
た
新
生
野
上
村
は
、
福
山
城
の
進
か
南

方
約

一
四
〇
〇

ｍ
南
に
創
出
さ
れ
、
村
域
は
狭
小
と
な
り
、
元
禄

一
〇
年

（
一
六
九

七
）
の
村
高
は
、
四
人
七
石
で
旧
野
上
村
よ
り
三

一
三
石
減
少
し
て
い
た
。

引
き
続
い
て
野
上
村
の
南
方
海
岸
沖
に
、
野
上
村
新
涯

（現
在
の
沖
野
上
町

・
松

浜
町
等
）
の
堤
防
が
築
堤
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
寛
文

一
一
年

（
一
六
七

一
）

に
は
配
水
不
良
で
あ

っ
た
た
め
か
、
地
詰
を
実
施
で
き
な
い
見
取
場
で
あ

っ
た
。
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そ
の
後
も
築
堤
は
続
行
さ
れ
、
野
上
村
新
涯
の
東
南
に
多
治
米
村
堤
防
が
寛
文
九

年

（
一
六
六
九
）
に
完
成
し
、
更
に
二
年
後
に
は
川
口
村
の
堤
防
が
完
成
す
る
の
で

あ
る
。

ま
た
対
岸
の
沼
隈
郡
側
で
も
、
芦
田
川
中
洲
の
草
戸
村
で
は
、
草
戸
千
軒
新
開
の

堤
防
が
完
成
し
、
下
流
で
は
洗
谷
新
開

・
三
ヶ
所
新
開
が
時
期
を
同
じ
ゅ
う
し
て
完

工
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

特
に
、
「山
鹿
素
行
日
記
」
に
見
ら
れ
る

「幾
内
洪
水
、
中
国
地
方
備
前

・
備
中

・
備
後

・
芸
州

・
因
幡

・
出
雲

・
播
州
七
十

年
来
の
洪
水
、
去
月

（五
月
）
よ
り
当
月
晦
日
に
至
り
、
陰
雨
や
ま
ず
　
冷
気
秋

の
ご
と
し
」

と
記
さ
れ
た
、
延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）
の
大
洪
水
で
、
草
戸
千
軒
は
行
き
過
ぎ

た
新
開
開
発
で
流
失
す
る
の
で
あ
る
。

従
来
、
草
戸
千
軒
の
流
失
説
は
、
「備
陽
六
郡
志
』
の
寛
文

一
三
年

（
王
ハ
七
三
）

説
が
正
史
と
し
て
日
本
国
中
に
喧
伝
流
布
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
水
野
家
の
目

付
役

・
吉
田
彦
兵
衛
秀
元
２

六
五
三
～

一
七
三
三
）
が
記
し
た
『水
野
記
』
２

〓
丁

草
戸
村
）
に
は
、
次
の
草
戸
千
軒
流
失
の

一
節
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

「昔
ハ
草
戸
ら
千
家
な
り
、
今
に
草
戸
セ
ン
け
ん
と
云
伝

へ
り
、
其
後
、
又
延
宝
二

年
の
洪
水
に
て
、
い
よ
い
よ
民
家
も
な
が
れ
地
形
も
崩
る
也
」

と
あ
り
、
地
元
で
発
生
し
た
水
害
を
記
録
し
て
い
た
。

延
宝
二
年
は
、
吉
田
彦
兵
衛
が
二

一
歳
の
時
の
出
来
事
で
、
「備
陽
六
郡
志
」
の

著
者
、
宮
原
直
伽
２

七
〇
二
～

一
七
七
六
）
が
誕
生
す
る
の
は
、
草
戸
千
軒
水
害

の
二
八
年
後
で
あ
る
。
両
書
は
共
に
草
戸
千
軒
の
流
失
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

水
害
年
に

一
年
の
相
違
が
見
ら
れ
、史
料
を
比
較
し
て
何
れ
が
優
る
か
判
定
す
る
と
、

「水
野
記
』
は
筆
者
が
存
命
中
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
数
段
優
る
の
で
あ
る
。

宝
山
と
鬼

の
俎

新
開
が
完
成
し
て
新
村
が
誕
生
し
、
入
植
し
た
農
民
に
農
地
が
与
え
ら
れ
て
も
、

水
と
肥
料
が
安
定
し
て
補
給
さ
れ
る
保
証
が
な
け
れ
ば
、
農
民
は
生
産
高
を
上
げ
、

安
心
し
て
農
耕
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

近
世
中
期
に
お
い
て
、
農
民
の
頼
れ
る
肥
料
の
給
源
は
、
人
糞
尿
と
草
木
灰
に
苅

草
で
あ

っ
た
。

野
上
新
涯
村
の
沖
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
多
治
米
村
と
川
口
村
は
、
人
糞
尿
を

も
ち
い
る
と
し
て
も
城
下
町
か
ら
遠
く
離
れ
、
天
秤
棒
で
の
運
搬
で
は
効
果
も
上
が

ら
ず
、
当
時
乾
鰯
は
あ

っ
て
も
高
額
で
入
手
が
難
し
く
、　
一
般
的
に
無
量
で
多
量
に

供
給
さ
れ
た
の
は
苅
草
で
あ

っ
た
。
苅
草
は
牛
馬
の
飼
料
と
な

っ
た
後
、
肥
料
と
し

て
用
い
ら
れ
た
り
、
直
接
田
畠
に
投
入
し
て
肥
料
と
し
て
い
た
。

採
草
地
に
恵
ま
れ
な
い
新
開
村
で
は
、
提
防

・
用
水
路

・
村
道
な
ど
の
草
だ
け
で

は
、
村
の
必
要
量
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
川
口
村
で
の
草
苅
山
の
こ
と

を
記
し
た

「宝
永
指
出
帳
」
に
は

一
、
肥
草
札
　
九
拾
武
枚
　
水
呑
村
御
立
山
の
内
に
て
前
々
よ
り
御
渡
り
山
に
御

座
候
。
境
、
西
は
長
和

（長
村
村
）
境
切
。
東
は
大
道

（福
山
輌
往
来
）
切
。

北
は
草
戸

（草
戸
水
呑
村
境
の
山
田
村
行
の
道
）
境
切
。
東
は
荒
谷
川
切
。

と
あ
る
。

四
囲
の
地
名
か
ら
推
定
す
る
と
、
洗
谷
の
宝
山

（別
称
半
坂
山

・
金
鶏
山

・
妙
見

山
）
が
川
口
村
の
草
苅
山
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
後
の
水
呑
村
関
係
史
料
に
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「御
林
　
半
坂
山
御
林
十
八
町
歩
。
六
丁

。
二
丁
三
十
問
。
此
分
川
口
村
え
渡
り
山

に
て
御
座
候
」

と
あ
り
、
山
名
と
面
積
が
判
明
す
る
。

隣
接
の
多
治
米
村
に
も
同
様
の
草
苅
山
が
存
在
し
、

コ

、
肥
草
山
壼
ヶ
所
。
水
呑
村
の
内
、
大
人
足
形
山
、
当
時
川
口
村
え
渡
り
山
無

運
上
に
て
下
し
置
か
れ
候
」

と
多
治
米
村
の
史
料
に
記
載
が
あ
り
、
水
呑
村
の
史
料
に
は

「荒
尾
谷
御
林
二
十

一
丁
六
反
。
六
丁

・
三
丁

・
此
分
多
治
米
村
え
渡
り
山
に
て
御

座
候
」

と
記
さ
れ
、
関
係
村
の
史
料
は

一
致
す
る
。
千
拓
新
開
村
が
完
成
す
る
と
、
領
主

は
近
村
で
肥
料
が
採
取
で
き
る
草
苅
山
を
手
当
し
て
い
た
。

洗
谷
奥
の
水
呑
村
と
長
和
村
の
村
境
を
、
彦
山
山
系
荒
尾
谷
の
清
流
が
流
れ
、
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
進
入
回
の
下
方
谷
脇
に
、
鬼
の
俎
と
称
し

「鬼
が
歩
い
た
時
岩
面
が

凹
み
足
跡
と
な

っ
た
」
と
い
う
鬼
伝
承
が
あ
る
大
岩
が
あ

っ
た
。

表
面
は
平
ら
で
、
広
さ
は
約
三
〇
ぽ
程
度
あ
り
、
傾
斜
角
は

一
五
度
程
度
で
露
頭

し
、
岩
面
に
大
人
の
足
形
よ
り
少
し
小
さ
め
な
凹
み
が
数
ヶ
所
連
な
る
奇
岩
で
あ

っ

た
。
こ
の
鬼
の
俎
の
あ
る
山
を
多
治
米
村
の
人
は
、
大
人
足
形
山
と
称
し
て
い
た
よ

う
で
、
洗
谷
で
は
同
山
を
左
兵
衛
山
（旧
称
洗
尾
谷

・
洗
谷
山
）と
呼
称
し
て
き
た
。

福
山
阿
部
家
の
賄
役
、宮
原
与
五
右
衛
門
直
重
の
長
子
、宮
原
八
郎
左
衛
門
直
伽
雅

号
何
有

（
一
七
〇
二
～

一
七
七
六
）
は
、
亨
保
九
年

（
一
七
二
四
）
に
藩
の
勘
定
役

と
し
て
出
仕
す
る
の
で
あ
る
が
、
出
仕
数
年
前
、
不
眠
症
と
な
り
、
病
の
治
療
に
茶

・

湯
薬
を
用
い
て
も
効
果
が
顕
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
心
を
安
静
に
し
て
、
運
動
を

し
て
身
体
を
疲
れ
さ
せ
る
以
外
に
方
法
は
な
い
も
の
と
考
え
、
深
津
村
や
手
城
村
方

向
に
出
歩
き
、
草
戸
山
や
萱
野
山
に
登
り
、
将
来
は
学
者
と
し
て
大
成
し
た
い
も
の

と
立
身
出
身
を
夢
見
て
い
た
。

あ
る
年
の
夏
、
洗
谷
の
谷
筋
を
登

っ
て
鬼
の
俎
の
所
に
来
て
み
る
と
、
自
然
の
景

色
は
人
工
の
築
山
の
よ
う
で
、
清
測
な
谷
水
は
小
瀧
と
な
っ
て
流
れ
、
深
山
幽
谷
の

景
観
は
い
く
ら
眺
め
て
も
飽
き
さ
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
風
景
が
直
伽
の
心

を
う

っ
た
よ
う
で
、
鬼
の
俎
に
特
別
の
想
い
が
あ

っ
て
か
、
晩
年
の
『備
陽
六
郡
志
』

に
、
直
伽
は
若
年
時
代
の
病
と
詩
を
載
せ
て
い
る
。

夏
日
遊
荒
尾
谷
作
井
序

（序
文
は
略
す
）

路
辺
道
滑

一
條
通

第
鬱
山
間
雨
後
濃

怪
石
巌
々
今
鬼
俎

激
流
湛
々
今
膠
磐

読
臨
水
欣
洗
腸
胃

李
嗜
嵯
娯
健
酔
容

日
薄
西
尚
哺
色
静

松
杉
簿
影
起
涼
風

秋
に
な
り
、
宝
山
や
長
和
村
の
志
田
原
に
行
き
、
月
を
詠
め
、
鹿
猪
を
探
し
求
め
、

兎
を
追
う
な
ど
し
て
気
力
を
養
い
、
心
の
負
担
を
除
き
、
病
を
克
服
し
て
い
る
。

宝
山
の
地
名
の
由
来
は
、
宝
山
か
ら
志
田
原
に
至
る
峰
の
山
道
の
傍
に
宝
岩

（小
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判
ま
た
は
宝
玉
形
）
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
付

い
た
地
名
で
、
同
所

一
帯
で
戦
後
多
く

の
石
を
切
り
出
し
た
こ
と
が
あ
り
、
現
在
宝
岩
の
存
否
は
不
明
と
な

っ
て
い
る
。

宝
山
は

一
〇
〇

ｍ
前
後
の
低

い
山
で
あ
る
が
、
周
辺
部
の
山
が
低

い
た
め
眺
望
が

優
れ
た
山
で
、
前
方
に
は
芦
田
川
を
隔
て
て
福
山
市
街
が
広
が
り
、
南
方
は
芦
田
川

河
口
湖
と
Ｎ
Ｋ
Ｋ
の
大
工
場
群
、
瀬
戸
内
の
島
々
と
四
国
の
連
山
、
北
は
明
王
台
、

山
手
銀
山
城
、
本
庄

・
木
之
庄
の
山
越
し
に
吾
北
連
峰
が

一
望
で
き
る
絶
佳
の
景
勝

地
で
、
山
頂
附
近
に
は
大
砲
岩

・
鳥
帽
子
岩
等
の
岩
が
峨
々
と
省
え
て
い
る
。

宮
原
直
伽
が
、
川
口
村
の
庄
屋
文
右
衛
門
と
特
に
親
し
い
間
柄
で
あ

っ
た
こ
と
は

周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
川
口
村
の
草
苅
山

一
帯
を
自
由
に
歩
き
廻
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
は
、
庄
屋
文
右
衛
門
が
直
伽
の
病
に
配
慮
し
、
側
面
か
ら
直
伽
を
援
助
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

草
戸
稲
荷
社
最
大
の
石
鳥
居
は
、
宝
山
に
在

っ
た
岩
を
切
り
出
し
、
銀
百
貫
で
宝

暦
四
年

（
一
七
三
四
）
四
月
に
建
立
し
た
も
の
で
、
鳥
居
の
石
柱
に
は
蒙
書
で
、

鎮
護
伽
藍

稲
荷
秘
宮

華
表
断
石

斯
磨
斯
碧

福
資
国
家

徳
蓋
蒼
弯

檀
信
快
楽

功
博
無
窮

と
稲
荷
社
を
管
理
し
て
い
た
、
明
王
院
の
二
四
世
権
僧
正
三
剛
は
誌
し
て
い
る
。
石

柱
の
三
二
文
字
の
蒙
書
は
、
浅
く
刻
ま
れ
て
い
る
た
め
見
落
と
さ
れ
や
す
い
が
、
注

意
し
て
見
る
と
、
現
在
で
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

妙
顕
寺
の
末
寺
扱
い
宝
山
妙
見
社

現
在
、
夜
間
福
山
市
の
中
心
部
か
ら
四
方
の
山
を
見
る
と
、
諸
方
の
山
々
に
違
々
妙

と
輝
く
幾
多
の
灯
が
見
ら
れ
る
が
、
山
に
多
く
の
明
か
り
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
の
は
近
年
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
戦
後
の
頃
ま
で
山
頂
に
燈
火
が
見
ら
れ
た

の
は
、
洗
谷
の
妙
見
社
の
み
で
あ

っ
た
。

新
涯
村
の

一
文
字
堤
防
が
築
か
れ
る
以
前
、
尾
道
の
漁
船
が
川
口
村
の
沖
で
、
夜
暴

風
雨
に
遭
い
、
暗
闇
の
な
か
妙
見
社
の
燈
火
を
目
標
と
し
て
、
力
の
限
り
櫓
を
漕
ぎ

助
か
っ
た
人
の
子
孫
は
、
今
も
妙
見
の
功
徳
を
信
じ
て
参
詣
さ
れ
る
。

昔
、
福
山
に
所
用
で
出
た
人
が
、
夜
帰
宅
す
る
途
中
道
に
迷
う
こ
と
が
あ

っ
た
。

そ
ん
な
時
、
沼
隈
郡
南
部
の
人
は
妙
見
社
の
燈
火
を
目
標
と
し
て
歩
き
、
別
の
方
角

“一　　　　一

妙
見
社
の
石
で
で
き
た
草
戸
稲
荷
の
鳥
居
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に
帰
る
人
も
燈
火
を
見
て
自
宅
の
方
角
の
目
安
と
し
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
陸
路
の
灯
台
と
し
て
の
役
割
も
兼
ね
て
い
て
、
近
隣
の
村
人

の
多
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
。

幕
末
を
む
か
え
る
と
、
妙
見
社
に
三
基
の
石
鳥
居
が
寄
進
さ
れ
る
。
東
南
の
参
道

に
は
輌
の
二
人
の
商
人
、
出
来
屋
六
郎
兵
衛

・
油
屋
甚
右
衛
門
。
西
の
参
道
に
も
山

田
村
の
人
。
北
参
道
に
は
草
戸
村
の
数
名
に
よ
っ
て
、
一二
方
の
参
道
に
各
々

一
基
と
、

信
者
は
各
地
か
ら
参
詣
し
て
い
た
。

最
勢
時
の
祭
日
に
は
、
大
勢
の
信
者
が
参
詣
し
た
こ
と
か
ら
露
天
も
多
く
立
ち
並

び
、　
一
時
は
草
戸
稲
荷
社
の
祭
日
の
人
手
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
あ

っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
明
治
二
八
年
に
は
、
「金
鶏
山
奉
納
略
誹

一
千
句
集
」
が
奉
納
さ
れ
、

そ
の
内
の
秀
逸
五
十
集
が
額
に
記
さ
れ
、
六
句
程
記
す
。

阿
り
明
能
有
ふ

一
啓
時
鳥

桜
木
に
残
る
忠
義
も
世
に
薫
る

忠
臣
は
名
を
世
に
流
す
湊
川

五
静
も
か
な
ひ
揃
う
て
宮
巡
り

影
清
し
三
笠
の
山
に
昇
る
月

鳥
飛
ん
で
伏
兵
あ
る
と
知
る
い
く
さ

妙
見
社
は
、
日
蓮
宗
水
呑
妙
顕
寺
に
よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
、
末
寺
と
同
等
に
扱

わ
れ
て
き
た
よ
う
で
、
檀
家
は
な
か

っ
た
が
、
福
山
近
辺
の
信
者
に
よ
っ
て
、
多
大

の
浄
財
が
寄
進
さ
れ
、
労
力
の
提
供
も
あ

っ
て
、
江
戸
時
代
後
期
以
降
、
多
く
の
石

造
文
化
財
が
造
ら
れ
て
い
る
。

東
南
参
道
の
石
段
は
、
四
五
〇

ｍ
余
段
と
多
く
、
北
参
道
の
石
段
も
多
く
見
ら
れ

た
が
、
宅
地
造
成
の
際
参
道
の
位
置
が
変
更
さ
れ
、
音
の
段
数
は
不
明
と
な
る
。

本
堂
束
の
鐘
撞
堂
広
場
は
、
堅
い
地
山
を
削
り
取

っ
て
出
来
た
平
地
で
、
縦
横
と

も
約
三
〇

ｍ
あ
り
、
広
場
南
の
下
方
に
は
、
未
完
成
の
大
石
垣
が
見
ら
れ
、
規
模
は

谷
底
よ
り
の
高
さ
が

一
六

ｍ
、
横
幅
は
四
六

ｍ
に
も
及
ん
で
い
る
。

妙
見
社
に
は
、
古
文
書
の
初
期
史
料
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
信
仰
の
始
源
を

詳
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
住
職
と
石
造
り
の
文
化
財
か
ら
推
理
す
る

と
、
次
の
よ
う
な
関
係
が
判
明
す
る
。

天
保

一
二
年

（
一
八
四

一
）
丹
後
国
天
橋
立
に
程
近
い
妙
園
寺
か
ら
、
英
園
院
日

英

（
一
七
九
三
～

一
人
五
六
）
が
、
妙
顕
寺
三
五
世
主
職
と
し
て
来
住
す
る
。

日
英
は
当
時
の
日
蓮
宗
を
代
表
す
る
学
者
の

一
人
で
、
祖
書

・
祖
伝
研
究
の
第

一

人
者
で
あ

っ
た
。
知
ら
れ
て
い
る
著
書
に
、
「安
国
論
新
註
』
三
巻
、
「四
宗
要
文
纂

補
」
三
巻
、
「祖
書
肝
要
集
』
三
巻
、
天
口壁
論
採
照
』
一
巻
、
「龍
華
年
譜
側
修
』
一

巻
、
「龍
女
成
仏
分
極
論
』

一
巻
、
水
呑
妙
顕
寺
時
代
の
著
書
に
、
「擢
邪
弁
正
録
』

二
巻
、
「本
化
高
祖
年
譜
校
訂
」
「本
化
高
祖
年
譜
孜
異
校
訂
』
三
巻
が
あ
る
。

妙
見
社
に
現
存
す
る
最
古
の
石
造
文
化
財
は
、
弘
化
五
年

（
一
八
四
人
）
銘
の
石

鳥
居
と
手
水
鉢
で
、
日
英
が
来
住
し
て
七
年
後
に
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
妙

見
社
は
日
英
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

以
後
、
清
正
公

。
最
上
稲
荷

・
鬼
子
母
神

・
三
〇
蕃
神
と
次
々
と
諸
神
が
勧
請
さ

れ
、
常
夜
燈

・
鳥
居

・
玉
垣
等
も
増
加
し
て
い
く
。

日
英
が
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
に
没
す
る
と
、
主
職
は
四
年
間
空
席
と
な
っ
た
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が
、
川
口
村
出
身
の
三
村
心
妙
院
日
修

（
一
人
二
九
～

一
人
九

一
）
が
帰
国
し
、
三

六
世
住
職
に
就
く
、
日
修
は
当
代
に
お
い
て
、
最
も
優
れ
た
学
僧
に
就
い
て
勉
学
に

励
み
、
小
僧
時
代
に
妙
園
寺
で
日
英
に
学
び
、
そ
の
後
、
優
陀
那
院
日
輝
の
私
塾
充

沿
園
に
学
ぶ
。
充
沿
園
教
学
は
明
治
以
降
日
蓮
教
団
の
中
枢
と
な
っ
て
い
く
。

師
の
跡
を
継
ぎ
、
郷
里
の
住
職
と
な

っ
た
日
修
で
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
に
動
揺

す
る
宗
門
は
、
日
修
の
力
を
必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
上
京
し
、
充
沿
園
の
門
下
生
新

居
日
薩

・
吉
川
日
鑑
と
共
に
教
団
の
保
持
に
当
り
、
日
蓮
宗
第
八
代
管
長
に
就
任
、

身
延
久
遠
寺
第
七
五
世
法
主
に
も
就
任
し
、
身
延
中
心
体
制
の
確
立
を
め
ざ
し
、
日

蓮
宗
の
護
持
復
興
を
図
り
、
日
薩

・
日
鑑
と
共
に
宗
門
祖
山
を
中
興
し
た
。

妙
顕
寺
住
職
の
事
蹟
を
挙
げ
た
の
は
、
妙
見
社
が
誕
生
し
発
展
し
た
時
期
と
、
直

接
の
資
料
は
不
明
で
あ
る
が
、
妙
見
寺
の
三
五
世

・
三
六
世
を
継
承
し
て
活
躍
し
た

偉
大
な
住
職
の
年
代
が
丁
度

一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
名
僧
に
指
導
さ
れ
た
信
者

は
、
国
土
を
守
り
、
災
害
を
鎮
め
、
福
寿
の
増
進
を
は
か
る
、
妙
見
大
菩
薩
の
偉
大

な
功
徳
を
信
じ
て
、
強
い
信
仰
心
に
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

水
呑
寄

福
山
藩
で
は
元
治
元
年
■

八
六
四
）
、
武
士
だ
け
で
な
く
庶
民
の
武
装
化
を
図
る

目
的
で
、
郷
兵
御
奉
行
所
が
新
設
さ
れ
、
村
役
人
百
姓
の
師
弟
が
六
郡
の
各
寺
院
に

集
め
ら
れ
剣
術
の
稽
古
が
始
め
ら
れ
た
。
沼
隈
郡
で
は
松
永
の
承
天
寺
、
分
郡
で
は

草
戸
村
の
妙
王
院
で
訓
練
が
行
な
わ
れ
た
。

慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
七
月
、
第
二
次
長
州
出
兵
に
お
い
て
、
石
州
日
の
戦
い

で
福
山
藩
兵
が
敗
れ
帰
国
す
る
と
、
藩
主
阿
部
正
方
は
、
「防
長
人
は
決
し
て

一
歩
も

御
領
内
に
踏
み
込
ま
さ
せ
申
す
ま
じ
く
」
と
強
い
決
意
を
示
し
、
福
山
防
衛
の
た
め

福
山
を
中
心
と
し
て
四
方
の
守
り
を
固
め
る
街
道
の
要
所
四
カ
所
に
郷
兵
を
八
〇
〇

人
配
備
し
、
領
国
警
衛
の
実
務
に
当
ら
せ
た
。

山
陽
道
を
守
る
た
め
、
東
方
に
神
辺
寄
、
西
方
は
今
津
寄
と
宿
場
に
配
置
し
、
北

は
出
雲
街
道
の
府
中
市
寄
、
南
方
は
輌
か
ら
の
陸
路
進
攻
軍
に
備
え
、
水
呑
寄

（別

称
水
呑
口
御
固
メ
、
洗
谷
の
旧
輌
軽
便
鉄
道
妙
見
駅
付
近

一
帯
）
が
定
め
ら
れ
る
。

同
所
は
、
福
山
か
ら
地
吹

・
鷹
取

・
鳥
越

・
半
坂

・
山
田
道
の
分
岐
点
を
経
て
、
水

呑
村
に
入
り
輌
に
至
る
要
所
で
、
水
呑
寄
近
く
の
妙
見
社
の
東
南
参
道
登
り
口
に
、

嘉
永
二
年
輌
商
人
が
石
鳥
居
を
寄
進
し
て
い
る
。

水
呑
寄
の
東
方
、
芦
田
川
と
草
戸
村
中
洲
に
約
九
三

ｍ
の
木
橋
が
架
か
り
、
橋
を

渡
り
草
戸
村
中
洲
の
農
道
を
北
上
す
る
と
鷹
取
に
至
る
近
道
が
あ
り
、
ま
た
橋
を
東

進
す
る
と
野
上
村
番
所
に
至
り
、
番
所
か
ら
は
福
山
町
内
に
至
る
道
が
あ

っ
た
が
、

今
は
芦
田
川
大
改
修
で
、
旧
道
の
昔
の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

慶
応
三
年

一
二
月
の

『郷
兵
駆
付
人
数
割
』
に
よ
る
と
、
水
呑
村
の
人
数
は
、
郷

兵
五
二
人

・
鼓
手
五
人

・
猟
師

一
二
二
人
、
合
計

一
人
〇
人
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。

郷
兵
は
、
村
内
有
力
者
階
級
の
金
持
の
師
弟
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
金
遣
い
も
荒

く
よ
く
散
財
し
た
こ
と
と
輌
往
来
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
同
所
近
く
に
、
お
菊
の
茶

屋
と
称
し
た
茶
店
が
あ
っ
た
。

福
山
の

一
番
長
い
日

慶
応
二
年

一
二
月
、
孝
明
天
皇
が
崩
御
し
、
明
治
天
皇
が

一
五
歳
で
践
確
す
る
と
、

薩
長
の
倒
幕
運
動
は
に
わ
か
に
活
発
と
な
り
、
慶
応
三
年

一
〇
月
十
五
日
徳
川
慶
喜

が
大
政
奉
還
す
る
と
、
同
年

一
二
月
九
日
西
郷
隆
盛
の
軍
が
京
都
御
所
を
包
囲
し
、

明
治
天
皇
を
擁
し
て
、
新
政
府
樹
立
を
宣
言
し
た
。
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こ
の
決
起
は
従
来
「天
皇
の
聖
断
を
経
た
義
挙
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
説
は
後
年
改
餞
さ
れ
よ
う
で
、
最
近
の
研
究
で
は
、
王
政
復
古
は
岩
倉
倶
視
が

偽
勅

（偽
勅
の
罰
則
終
身
刑
）
を
出
し
た
よ
う
で
、
新
政
府
は
発
足
す
る
が
、
諸
藩

は
新
政
府
を
、
倒
幕
派
の
薩
長
政
府
と
見
な
し
て
い
た
。

翌

一
〇
日
に
は
、
慶
喜
の
内
大
臣
の
官
位
剥
奪
と
、
人
〇
〇
万
石
の
領
地
返
納
の

勅
読
が
伝
達
さ
れ
る
事
態
と
な

っ
た
。

こ
の
措
置
は
、
薩
長
な
ど
の
武
力
倒
幕
派
を
中
心
と
す
る
人
達
に
よ
り
、
天
皇
親

政
の
名
目
に
人
事
が
進
め
ら
れ
た
結
果
で
、
薩
長
と
公
家
等
の
無
道
を
憤

っ
た
旧
幕

府
軍
は
、
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）

一
月
三
日
、
徳
川
慶
喜
を
擁
し
て
、
大
坂
の
幕

臣
と
京
都
守
護
を
解
任
さ
れ
た
会
津
桑
名
の
藩
兵

。
新
撰
組
等
、　
一
万
五
千
の
兵
が

君
側
の
奸
臣
薩
長
を
討
た
ん
と
し
て
、
京
都
攻
撃
に
向

っ
た
。

京
を
守
る
薩
長
軍
五
千
の
兵
は
、
鳥
羽
伏
見
で
旧
幕
府
軍
を
迎
撃
し
会
戦
と
な

っ

た
。
兵
力
で
は
旧
幕
軍
は
三
倍
を
擁
し
て
い
た
が
、
装
備
は
旧
式
で
あ

っ
た
。

薩
長
軍
は
最
新
式
の
小
銃
と
大
砲
で
戦
っ
た
結
果
、
二
日
間
の
戦
で
旧
幕
府
軍
は

敗
れ
、
慶
喜
は
大
坂
城
か
ら
軍
艦
で
江
戸
城
に
逃
げ
帰

っ
た
。

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
が
勃
発
す
る
と
、
尾
道
に
駐
留
し
て
い
た
広
島
藩
兵
と
長
州
軍

に
対
し
、
急
違
登
京
が
命
ぜ
ら
れ
、
広
島
藩
兵
は
即
刻
海
路
を
取
り
上
京
、
残

っ
た

長
州
軍
は
福
山
藩
の
向
背
を
決
め
た
後
、
陸
路
を
上
京
す
る
こ
と
に
な
る
。

福
山
藩
で
は
長
州
軍
の
攻
撃
を
予
測
し
て
い
た
が
、
幕
府
譜
代
藩
と
し
て
西
国
防

備
の
軍
備
を
保
持
し
た
状
態
で
戦
禍
を
避
け
、
時
局
の
成
行
き
を
静
観
し
よ
う
と
図

る
が
、
福
山
藩
の
願
望
は
長
州
藩
に
味
方
し
な
い
限
り
容
認
さ
れ
る
筈
も
な
く
、
今

津
村
付
近
迄
東
進
し
て
い
た
長
州
軍
は

一
月
九
日
午
前
二
時
に
今
津
村
を
出
発
す

２
つ

。兵
員
は
整
武

・
鋭
武

の
二
隊
と
四
中
隊
の
約

一
〇
八
〇
人
と
、
別
に

第
三
砲
隊
か
ら
成
り
、

山
陽
道
を
元
福
山
住
ま

い
の
医
師
を
道
案
内
と

し
て
進
み
、
午
前
五
時

に
は
神
島
村
の
番
所
に

達
し
、
番
人
に
番
所
の

通
過
を
要
求
す
る
も
、

番
人
が
承
知
し
な
か

っ

た
こ
と
か
ら
、
番
人
を

切
り
殺
し
て

一
部
の
部

隊
は
城
下
に
進
攻
す
る
。

長
州
軍
は
神
島
村
で

部
隊
を
二
手
に
分
け
、

一
隊
は
声
田
川
沿

い
に

南
下
し
、
草
戸
村
か
ら

輌
往
来
を
通
り
、
鷹
取

・

地
吹
か
ら
城
下
に
至
る
。

更
に
南
下
し
た
部
隊
は

本庄円正寺か哺 山城を望む
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水
呑
寄
か
ら
野
上
番
所
を
通
過
し
て
城
下
に
向
か
っ
た
。

猶
、
山
陽
道
以
外
の
脇
道
、
今
津
か
ら
五
里
あ
る
山
田
道
と
、
九
里
も
あ
る
輌
道

か
ら
の
福
山
進
撃
説
も
あ
る
が
、
当
時
は
現
在
の
道
と
異
な
り
急
峻
な
難
路
で
、
霜

柱
の
立
つ
時
期
の
夜
間
山
路
迂
回
説
は
疑
間
で
あ
る
。

長
州
軍
の
進
攻
に

一
日
遅
れ
て
、
薩
摩
の
援
軍
が
輌
に
上
陸
し
、
城
攻
め
に
参
戦

す
る
作
戦
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
長
州
軍
と
薩
摩
軍
の
合
流
地
で
福
山
城
防
備
の
要

で
あ

っ
た
水
呑
寄
が
長
州
軍
の
本
営
適
地
に
選
ば
れ
た
よ
う
で
、
水
呑
寄
を
長
州
軍

は
本
営
と
し
て
い
た
。

福
山
藩
で
は
大
部
分
の
家
臣
は
籠
城
し
、
水
呑
寄
と
福
山
八
幡
宮
に
各
々
百
人
程

度
立
て
籠

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
長
州
軍
が
進
攻
し
た
後
、
大
き
な
衝
突
も
伝

え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
郷
兵
の
行
動
は
不
明
で
あ
る
。

福
山
城
防
禦
の
弱
点
は
、
外
濠
が
欠
け
た
形
と
な
っ
て
い
る
城
北
部
の
揚
手
間
で

あ

っ
た
。
長
州
砲
兵
隊
は
最
大
の
弱
点
で
あ
る
城
北
を
攻
撃
目
標
に
定
め
、
福
山
城

の
西
方
千
余

ｍ
離
れ
た
高
台
と
な
っ
て
い
る
、
本
庄
村
う
そ
が
端
の
背
後
に
あ
る
小

丘
、
真
言
宗
園
照
寺
参
道

一
帯
に
砲
兵
陣
地
を
構
築
し
、
準
備
が
完
了
す
る
と
、
天

守
閣
に
狙
い
を
定
め
砲
撃
を
開
始
す
る
と
、
砲
弾
は
天
守
閣
の
初
層
西
側
の
窓
格
子

に
命
中
し
た
。
幸
い
不
発
で
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
正
確
な
射
撃
に
城
中
の
者

は
肝
を
冷
や
し
た
。
福
山
藩
の
旧
式
兵
器
で
は
、
長
州
軍
の
最
新
兵
器
に
は
遠
く
及

ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
の
着
弾
が
、
天
守
閣
他
の
建
物
が
命
中
炸
裂
す
る
と
、
天
守
閣
を
始
め
と
し
て

櫓

・
御
殿
等
城
内
は
大
火
災
と
い
っ
た
不
測
の
事
態
に
立
ち
至
る
の
で
あ
る
。

戦
国
以
来
、
城
の
攻
防
戦
に
お
い
て
、
天
守
閣
が
炎
上
す
る
と
籠
城
方
の
敗
北
と

決
ま

っ
て
い
た
。
攻
防
の
手
立
て
を
見
言

い
出
せ
な
い
城
内
で
は
、
寸
刻
を
移
さ
ず

休
戦
を
成
立
さ
せ
る
以
外
選
択
の
途
は
な
く
な
り
、
城
中
で
の
緊
急
会
議
で
、
吉
田

助
左
衛
門
水
山
が
追
手
門
に
至
り
、
矢
止
め

（
一
時
休
戦
）
を
要
求
、
長
州
側
が
聞

き
入
れ
た
こ
と
か
ら
、
軍
使
を
洗
谷
の
本
営
に
派
遣
す
る
こ
と
に
な
る
。

会
談
に
臨
ん
だ
軍
使
と
長
州
軍
の
総
督
と
参
謀
の
略
歴
は
次
の
通
り
。

福
山
藩
正
使
、
三
浦
吉
左
衛
門
義
建
隣
雄
、
三
浦
仁
右
衛
門
義
訓
の
次
男
。
安
政

五
年
、
三
浦
吉
次
郎
栄
連
の
養
子
と
な
る
。
家
禄
六
〇
〇
石
、
当
時
二
五
歳
。

福
山
藩
副
使
、
関
藤
藤
陰
滋
蔵
和
助
文
兵
衛
、
関
藤
政
信
の
四
男
、
石
川
姓
を
称

し
た
。
備
中
国
小
田
郡
吉
浜
村
生
ま
れ
、
福
山
藩
儒
者
。
当
時
六

一
歳
。

長
州
軍
山
陽
道
出
兵
総
督
、
堅
田
大
和
少
輔
親
正
、
高
洲
平
七
元
忠
の
五
男
で
、

実
兄
に
国
司
信
濃
が
い
る
。
堅
田
安
房
謹
格
の
養
子
。
当
時
十
八
歳
。

参
謀
、
杉
孫
七
郎
徳
助
、
植
木
五
郎
右
衛
門
の
二
男
。
杉
は
養
家
の
姓
。
幕
府
遣

欧
使
節
団
に
随
う
。
石
州
日
の
戦
い
で
福
山
藩
兵
と
戦
う
。
当
時
三
三
歳
。

福
山
藩
軍
使
の
身
仕
度
は
、
麻
梓

・
無
刀

・
藁
草
履

（
一
説
に
降
伏
使
の
姿
）
だ

っ
た
よ
う
で
、
追
手
門
を
出
て
長
州
本
営
に
到
着
、
早
速
場
所
を
お
菊
の
茶
屋
に
移

し
て
、
軍
使
と
総
督

・
参
謀
の
会
談
は
大
筋
で
合
意
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
更
に
場

所
を
福
山
城
の
大
書
院
に
移
し
、
最
後
の
交
渉
を
し
た
結
果
、
次
の
誓
約
書
を
入
れ

て
戦

い
を
終
結
さ
せ
た
。
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此
度
朝
命
を
奉
ら
れ
、
御
兵
馬
御
差
向
成
さ
れ
候
処
、
王
政
御
復
古
の
御
折
柄
、

一
藩
の
持
論
全
く
大
義
減
親
の
儀
に

一
決
朝
命
を

一
途
に
遵
奉
仕
候
趣
意
申
述

御
人
数
御
引
揚
に
相
成
候
、
然
上
は
己
後
朝
命
奉
戴
之
義
は
弥
相
励
申
可
事

慶
応
四
年
戊
辰
正
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
口
田
水
山

（以
下
八
名
）

杉
孫
七
郎
殿

内
容
は
、
従
来
福
山
藩
は
譜
代
藩
と
し
て
使
命
を
果
た
し
て
来
た
が
、
今
後
は
朝

廷
の
命
を
謹
ん
で
戴
き
勤
皇
を
尽
く
す
と
、
徳
川
氏
を
見
限
り
、　
一
八
〇
度
の
方
針

変
更
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
、
福
山
城
の
最
初
に
し
て
最
後
の
攻
防
戦
は
終
結
し
、
福
山
の

一
番
長

い
日
は
終
わ

っ
た
の
で
あ
る
。
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